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中央小・第一小 応桑小・北軽小 東中・西中

統

合
年

度

・これまでに統合の話があり、既に児童交

　流も行われているため時間がかからない
・第一小の児童数の激減で、なるべく早い

　方が良い

・一般的に統合が決まってから３年くらい

　の準備期間が必要
・西中の校舎の場合は令和６年度、応桑小

　か北軽小の校舎の場合は令和５年度

・一般的に統合が決まってから３年くらい

　の準備期間が必要
・西中の校舎は耐震工事の交付金の関係で

　令和４年まで空けられない

使
用

校
舎

等

・第一小の教室は少人数用にできており、
　小さい

・中央小は温水プールで、水泳教室も開催
　している

・中央こども館が併設されている
・現在のスクールバスで対応できる

・どこの校舎を使用するのが良いか、今後
　協議・検討しなければならない

・西中の校舎を使用する場合は、１年かけ
　て小学校用に大規模改修工事をする必要

　がある

東中の方が
・校舎が新しい

・敷地が広いので送迎等が安全にしやすく
　駐車スペースも広い

・最寄り駅も近く、交通の便が良い

 

 

 

 

 

 

学校統合準備委員会を設置します                        
 

 学校統合問題につきましては、昨年 1月に発足した「長野原町立学校統合問題検討委員会」におい

て、4 つのアンケート（保護者、中学生、町民、教職員）の実施や計 6 回の検討委員会を開催し、学

校教育に携わる関係者代表の委員による活発な意見交換が行われ、小中学校の統合について、検討委

員会としての方向性が出されました。その検討委員会の方向性を踏まえ、「長野原町立学校統合問題審

議会」へ諮問したところ、意見を付して諮問した内容どおりの答申をいただきました。その内容につ

いては下記のとおりです。 

 つきましては、その答申を踏まえ、学校統合について、より具体的に検討や協議をするため、「長野

原町立学校統合準備委員会」を設置（2 月初旬予定）いたしますのでお知らせいたします。 

今後は、この準備委員会等での学校統合に関する協議内容や決定事項について随時本たよりを通じ

てお知らせする予定ですが、加えて、事案によっては、保護者の方々や町民の皆様に参画やご協力を

いただかなければ、将来を担う子どもたちのために、より良い学校環境が整備され、学校教育のより

一層の充実が図られることはできないと考えておりますので、引き続き、ご理解ご協力をお願いいた

します。 

 

学校統合問題審議会の答申内容                         

 小学校は 4校を 2 校に、中学校は 2校を 1 校に再編成することが望ましい。具体的には次のとおり

とすることが望ましい。 

・中央小学校と第一小学校は、令和 3年度を目途に統合（校舎は中央小学校を使用） 

・応桑小学校と北軽井沢小学校は、令和 6年度までを目途に統合（校舎は検討） 

・東中学校と西中学校は、令和 5年度を目途に統合（校舎は東中学校を使用） 

  ※統合する年度や使用する校舎（アンダーライン部分）の理由は下記のとおりです。 

（意見） 

・学校統合準備委員会を設置し、諸課題等についてきめ細かな協議・検討をすること 

・通学については、児童・生徒へ過度な負担が生じないよう十分に考慮すること 

・学校がなくなる地域が寂れることのないよう全町的な視点で検討すること 

・保護者や地域住民の意見を尊重し、また、参加してもらい円滑に進めていくこと 

・空き校舎の利活用について検討すること 

 

統合する年度や使用する校舎等の理由 

 学校統合については、今後学校統合準備委員会等で詳しい内容等について検討・協議していくこと

になりますが、統合する年度や使用する校舎等の方向性や考え方は以下の理由からとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○業務委託イメージ 町が運営する部分 委託する部分

学
校
等

⑧配送

各学校・園まで専用車
（町所有）で給食を配
送

⑪回収

使用済みの食器と食缶
等を回収し、センター
へ輸送

⑨検食

配送された給食を学校
長が検査（検食）

⑩給食時間・
給食指導

教諭や学校栄養職員の
指導のもとで給食を食
べる

⑫洗浄・保管・
消毒

食器、食缶等を洗浄し
消毒室に納め消毒を行
う

⑬清掃

センター調理場内の清
掃作業

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学校栄養職員が作成し
献立会議で審議の上決
定

調理指示書に基づき給
食調理

学校・学年別に食缶に
分ける

①献立の作成 ②食材の調達

③食材の検収

センターと物資検収表
に基づき、食材を点検
確認

学校栄養職員の調理指
示書により、調理作業
を詳細に指示

調理物の出来栄えや味
付けなどを検査
（検食）

④調理の指示

⑤調理作業

⑥調理後の検査

⑦配缶

新鮮で安全な食材を調
査・選定し購入

学校給食の調理業務及び配送業務を民間委託します             
 

 令和 2 年 4月 1日から、町が運営している学校給食センター業務のうち、調理等業務と配送業務を

民間へ委託いたします。これは、来年度から臨時職員の明確な位置づけとなる会計年度任用職員制度

や今後の人口減少社会へ対応できる組織体制の見直しを検討する中で、町の財政的負担をできるだけ

抑制する方策の一つとして、民間の力を活用したいこと、また、調理業務にあたる者が民間委託によ

って専門性や技術力の向上、資質の向上等の業務効率が図られることでより安全・安心でおいしい給

食を提供するためです。 

 民間へ委託する業務は、調理業務とそれに付随する業務（食器や食缶等の洗浄・衛生管理・消毒・

保管作業等）と配送業務です。学校給食センター業務の一部を委託するイメージは次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食は、引き続き現在の給食センターの設備を使って調理されます。外部施設で調理するもの

ではありません。また、献立は今までどおり作成・決定し、調理方法についても、今までどおり、学

校栄養職員が作成した調理指示書に基づき調理し、食材の調達や出来上がった給食の検食も引き続き

給食センター職員が行いますので、給食の質や味が落ちるものではありません。 

衛生管理や調理の安全については、学校栄養職員及び町が責任をもって受託業者を指導し、万一、

給食に起因する事故が発生した場合は、これまでどおり町が責任をもって対応いたします。 

 給食調理等業務の民間委託によって給食費が変更となることはありません。町では引き続き、保護

者の負担する給食費は無償化といたします。 


